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♧♧♧♧ …母の日と母のこと 
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宮崎市橘通東 4-1-27 パークコート橘通 6 階 Tel:0985-27-2558 Fax:0985-27-2669 

E-Mail: kashiyae-lawoffice@office.made.ne.jp  営業時間 9：00～18：00 

 2026 年 
夏 号 Ｋａｓｈｉｙａｅ ｎｅｗｓ ～弁護士の女房のつぶやき～ 

  ５月の第２日曜日は「母の日」。私は「モノ」は要らないと言っているのですが、毎年子ども

達がなにかしらのプレゼントを贈ってくれます。今年は素敵な花束でした。「何も要らない」と

は言っていても、やはり贈ってもらえれば嬉しいものです。私のために選んでくれたその気

持ちにキュンときます（子ども達は気が利いていて、私の母にも「孫一同より」でお花を贈って

くれます）。早速、その御礼を子ども達に送ろうと、「写真を撮って～（私が花束を持った姿

を）」と傍らにいた主人にスマホを差し出し花束を持って立っていると、主人が「シミがある」

とぽつり。「はっ？ 何のこと？」主人は私の顔の事を言うのです。主人の毒舌にはだいぶ慣

らされたもののやはりショックで、そんなことを言われてまで写真を撮ってもらう気持ちには

ならず、撮影は取りやめにして、子ども達には「素敵なお花をありがとう。」の文字だけをＬＩＮ

Ｅで送信しました。全く余計な一言を言う人です…。苦笑。▲私が高校生の頃は、○○○百

貨店で母の日のイベントがありました。それは店頭に机とペンとはがきが準備してあって、母

への感謝のはがきを書かせてくれるというものでした。うちの母も「何もモノは要らない」とい

う人でしたので、高校３年間は学校の帰りに自転車でデパートに寄って、日頃口では言えな

い母への感謝をはがきに書いていました。大変ありがたいイベントでした。御礼。▲今年の

母の日のあと、母が大きく体調を崩してしまいました。触れると発熱していて目はうつろ、私

との会話も成立しません。体温計もどこに置いたかわからないというのです。「あー、ついに

母にも認知が入ったか」と考えました。私は自分の用事が忙しくてサッと病院に連れて行くこ

とができず、とにかく水分を摂取するようにペットボトルの水を母の布団の横に置き、週明け

に病院につれていきました。結果は「肺炎」でした。母は９１歳、やせ形。栄養失調とも言われ

ました。私はもっと早く病院につれて行くべきだったと後悔しましたが、後の祭りです。結局

入院はせず、点滴に１週間ほど毎日通い、体を労りつつ皆で食事や身の回りのサポートをし

て緩やかに元気になっていきました。▲おかげ様で母は体調が戻り、元のように 

生活をしています。ホッとしましたが、過信をしないように努めているところです。 

また今回の件で、自宅で普通に生活できることがどんなに有り難い事かを実感 

しました。母には我が家の子ども達が独り立ちするまで、もう少し長生きして 

もらいたいものです。(^∧^) 

♧♧♧ 

子ども達からの母の日の花束⇒ 

ポーチュラカ 

初夏から秋にかけて休みなく花

を 咲 か せ る ス ベ リ ヒ ユ 科 の 植 物

で、暑さや乾燥に強く真夏の炎天

下でも元気に花を咲かせます。 

花 言 葉 は 「 い つ も 元 気 」 「 無 邪

気」。小さくカラフルな花を次々と

咲かせる様子が無邪気な子どもを

連想させます。 



相続税・贈与税 

相続時精算課税  №２ 

例えば、母Ａが娘Ｂに相続時精算課税制度を利用して 6,110 万円を贈与し、娘Ｂが 

贈与税７００万円【（6,110 万円－110 万円－2,500 万円）×0.2）】を納付しました

が、娘Ｂが母Ａよりも先に死亡し、娘Ｂの相続人として孫Ｃがいたとします。 

このような場合、法令によって孫Ｃは娘Ｂから相続時精算課税制度上の権利義務を

承継したものとされています。その意味は、娘Ｂは「母Ａの相続発生時（死亡時）におい

て、相続時精算課税制度に基づく申告を行う権利と義務」を有していたが、この娘Ｂの

権利と義務を孫Ｃは娘Ｂから承継し、母Ａの死亡時に母Ａから娘Ｂへの 6,000 万円の

贈与について相続時精算課税制度に基づく相続税申告を行う権利と義務を有すると

いう意味になります。「権利」とされているのは、受贈者が納めた贈与税について還付

（返還）を受ける可能性もあるからです。 

なお、注意しなければならないのは、娘Ｂが母Ａから受けた贈与６，０００万円をその

まま保管していた場合、孫Ｃは娘Ｂに関する相続税申告に際してこの６，０００万円につ

いても一般の相続税申告をしなければならないこと、母Ａの死亡時においては相続税

精算課税制度に基づく相続税申告をしなければならないことなどがあります。 

娘Ｂが６，０００万円を生前に使い果たしていた場合は、娘Ｂに関する相続税申告に

際しては当然のことながらこの 6,000 万円は相続税の申告対象にはなりませんが、母

Ａの死亡時には相続税精算課税制度に基づく相続税申告をしなければなりません。 

相続時精算課税は令和５年の税制改正によって使いやすくなった制度ですが、実際

の利用にあたっては「逆縁」が起きた際のリスクなども理解しておくことが大切です。 
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相続時に被相続人(故人)から遺産を引き継ぎ、その遺産を受け取った際に受遺

者に対して課されるのが相続税になります。それとは反対に、生存している時に遺

産を受け継ぐのが「生前贈与」となり、暦年贈与と相続時精算課税があります。相

続時精算課税は２，５００万円までは贈与税が掛からないため、節税効果が高いと

いえます。では、相続時精算課税を選択しておきながら、逆縁（受贈者が先に他界）

になった場合はどうなるのでしょうか。今回はこちらについてお伝えします。 

相続時精算課税制度とは～概略～ 

受贈者が先に亡くなった場合【逆縁】 

 相続時精算課税とは、「子どもや孫に対して一回或いは複数回に渡って生前贈与を

行った場合に、贈与時には贈与した財産の額が２，５００万円まで贈与税がかからなく

なる一方で、相続時にはその贈与した財産も相続財産に持ち戻して相続税を計算す

る」という、贈与税・相続税を一体として課税が行われる制度になります。 

 この相続時精算課税制度は、高齢の親や祖父母が所有する資産を現役世代に移転

しやすくするために創設された為、贈与者と受遺者は血族でなくてはならずその年齢

にも制限が設けられています。 

●贈与者…贈与した年の１月１日において、６０歳以上である父母または祖父母 

●受遺者…贈与を受けた年の１月１日において、１８歳以上である子や孫 

●各年の贈与から１１０万円を控除し、その合計額が総額２，５００万円に達するまでは

贈与税はかからない 

●２，５００万円以上は、２，５００万円を超えた部分に２０％の贈与税が発生する 

●相続時精算課税を選択すると暦年課税（各年の贈与の度に贈与額から１１０万円を

控除し、残額について贈与税を納める）には戻れない 

●土地や建物が被災した場合は、被災価額を控除できる 

 

【令和５年度税制改正にて、相続税及び租税特別措置法の一部が改正されました。】 

令和６年１月１日施行  

相続時精算課税制度は、世代間の資産移転を促進する制度であることから、基本的

には贈与者が受贈者より先に亡くなる事を想定した仕組みになっています。ただし、世界

で最も長寿化が進んでいる日本では、年少者が長寿者より先に亡くなる「逆縁」リスクが

指摘されていて、子（受贈者）が親（贈与者）より先に亡くなるケースも増えています。 

受贈者が贈与者よりも先に亡くなった場合、そのままでは受贈者の精算課税適用財産に

ついて、相続時の精算が行われないことになってしまいます。そこで、受贈者が贈与者よ

りも先に亡くなった場合には、受贈者の相続人（贈与者を除く）が法定相続分等に応じ

て、相続時精算課税の適用に係る「権利義務を承継」し、贈与者が亡くなったあとに、 

相続税の申告を実施することとされています。 

逆縁での取り扱いと手続き 【例：母Ａ・娘Ｂ・孫Ｃの場合】 


